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町第五次総合振興計画・教育関連について

教育委員会だより

　3月議会において、町の長期的展望（令和3年度～12年度)を持つ行政運営の指針として、井川町第五次総
合振興計画が承認されました。 
　詳細は後日、町民の皆さんに提示されますが、ここでは教育関連についてご紹介します。 

　　　学校教育 
【目標】社会性に富み、井川町の
一員として自覚を持った児童生徒
の育成に努めます。 
【主な取り組み】 
○海外修学旅行や社会体験等の新
たなプログラムの実施 
○「井川みらい学」での地域との協
働拡大と教材の発掘 
○授業や研修をオンラインでつなげる小中高校や大学の
拡充 
○15年間の一貫カリキュラムの検討 
○ICT活用拡大と教員の指導力向上の取り組み 
○義務教育学校の教育活動についての成果の発信

「ハチの絵本」寄贈

　　　生涯学習 
【目標】社会の変化に応じた多様な学習機会を創出して
地域コミュニティに寄与します。 
【主な取り組み】 
○社会変化に応じた新たな学習機会の提供 
○世代間交流事業の展開による地域コミュニティづくり 
○学習活動を支援するリー
ダーなどの発掘、育成 
○公民館図書室、学校、みな
くるの読書活動の連携

文化財保護・　
芸術文化振興 
【目標】町文化財を計画的に保存
し活用を拡大するとともに、多様
な芸術文化活動を支援します。 
【主な取り組み】 
○町文化財の再調査と収集保存計画の策定 
○歴史民俗資料館の運営の検討 
○学校や公民館と連携した文化財の活用促進 
○芸術文化活動の情報提供の拡大と鑑賞機会の創出

　　　生涯スポーツ 
【目標】生涯スポーツの場と機会を充実させ、健康づくり
やコミュニティづくりに寄与します。 
【主な取り組み】 
○各種大会や運動教室の開催 
○スポーツ施設 の整備及び利便性向上の取り組み 

○総合型地域スポーツクラブの強化
充実 
○イベントや行事を企画運営する
リーダーの育成 
○各種団体の指導者の発掘、育
成、支援 

　この度、海老沢の鷲谷浩・仁美夫妻より、井川義務教育学校の児
童生徒に右の絵本100冊を寄贈していただきました。 
　この「HACHI-ハチ-」は、浩さんのいとこの櫻庭英悦さん（潟上
市出身 大館市地方創生特別顧問)が忠犬ハチ公の生涯を描いた絵本
を制作し、それを知った鷲谷夫妻が井川の子どもたちにも楽しく読
んでもらいたいと思い寄贈したものです。 
　公民館図書室にも展示しますので、どうぞご覧ください。
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教育委員会関係4月の予定

 日  曜 内　　　　　　容

  2日  金 第一回井川町教職員研修会

  7日  水 義務教育学校入学式

14日  水 スポーツ少年団入団式

26日  月 4月定例教育委員会

義務教育学校・教育委員会事務局職員異動

　京野　真樹（校長) 中央教育事務所から

　湊　　弘一（副校長) 大潟中から

　畠山郁子（養護教諭) 男鹿南中から

　木村　守人 男鹿東中から

　鳥井　政之 天王小から

　佐藤　清一 五城目第一中から

　児玉　　聡 山本中から

　渡部　竜也 鹿角市平元小から

　児玉　幸子 五城目第一中から

　照山　辰徳 土崎南小から

　長澤　岳大 潟西中から
転出（教育委員会）

転入（学校）

　山田竜也 こどもセンターへ

　畠山彩音 退職

　佐々木由布子 総務課へ

転入（教育委員会）

　遠藤　凌雲 町民生活課から

　渡邊　　睦 産業課から

令和3年度教職員及び町教育委員会人事異動が次の通りとなりました。併せて義務教育学校に配置された町職員の異
動もお知らせします。

転出（学校）

　三浦　　智（校長) 大潟小校長へ

　小玉　克男（副校長) 総合教育センターへ

　柏木明香（養護教諭) 船越小へ

　長谷川朋欣 八郎潟中へ

　金　　英夫 退職

　和田久美子 船越小へ

　藤原　較也 五城目小へ

　石井　和史 中央教育事務所へ

　木村　　潤 泉中へ

　保坂　達也 北海道上ノ国町河北小へ

教育長再任に 
あたって 
　　六郷博志

　この度、引き続き教育長を拝命することになり
ました六郷博志です。 
　義務教育学校のスタートと同時に教育長にな
り、その重責に負けそうになったことも度々あり
ましたが、町民の皆さんからいつも言葉をかけて
いただき、この地で働ける喜びと少しでも皆さん
や子どもたちの役に立てることの幸せを感じてき
ました。

　昨年2月からはコロナ禍により通常の教育活動
や行事・イベントが立ち行かなくなり、独自の判
断をせざるを得ない場面が続きました。そうした
折でも、子どもたちの学習する権利や町民の皆さ
んの学習機会をできる限り保障できるよう取り組
みに対し、満足のいくような結果が出せない時に
も、皆さんからは温かな言葉をもらいました。 
　今年度から始まる町の第五次振興計画では、
「社会性と町の一員としての自覚を持った児童生
徒の育成」「多様な学習機会の創出」「町文化財
の計画的保存と活用拡大」などを掲げ、具体的な
取り組みがスタートいたします。 
　町民の皆さんから学校や公民館が「面白い」
「出かけてみたい」「よくやってるな」と言われ
るよう、精一杯後押しをしてまいります。どうぞ
これからもよろしくお願いいたします。




